
第３８回 四日市市健康危機管理対策本部員会議（結果） 

 

令和３年２月５日（金）午後５時 00 分 

６階 本部員会議室 

Zoom 

 

１ 新型コロナウイルス感染症に係る情報共有について 

【危機管理監】 

〇新型コロナウイルス感染症の県内発生状況等について 

〇三重県新型コロナウイルス「緊急警戒宣言」の期間延長について 

〇Zoom による資料の共有を実施する。会議資料は庁内掲示板に掲載する。 

〇消防本部、上下水道局及び市立四日市病院は Zoom による参加とする。 

 

【商工農水部】 

〇三重県から、 飲食店については１店舗当たり 30 万円、その取引先については１社

当たり 30 万円の支援金制度の創設を検討していると聞いている。対象となる関係取

引先にあっては詳細の検討中。３月上旬に発表し、３月中旬には受付を開始する予定

である旨を県に確認した。また、本日（２月５日）から、三重県新型コロナ危機対応

事業継続・緊急支援補助金の募集が開始された旨を併せて県に確認した。 

 

【市民文化部】 

〇外国人市民に対して、市のホームページや多文化共生サロンのフェイスブック等

で時短協力金などの情報発信を行った。 

 

【危機管理監】 

〇県の周知啓発に併せて、本市においてもシティプロモーション部で広報の強化を

検討すること。 

 

２ 今後の対応について 

【危機管理監】 

〇四日市市主催行事の対応方針について、３月７日まで期間を延長する内容とし、本

日、記者発表を行う。 

 

 

 

 

 



３ その他 

【健康福祉部】 

〇市立四日市病院で１月 23 日に病院職員の感染が確認されて以降、本日までに 15

名の感染が確認された。市立四日市病院ではゾーニングを厳重に行い、感染防護衣

の着装等、感染拡大防止対策に努めている。職員の検査を複数回実施する等、厳格

な管理を実施している。 

 

【市立四日市病院】 

〇引き続き緊張感をもって職務に取り組んでいく。 

 

【市長】 

○本市の感染者数は減少傾向であるが、警戒宣言中であるため引き続き気を引き締

めて職務に取り組むこと。来週、市独自の対策を発表し、様々な部分で適切な支援

が行えるようにしていく。ワクチン接種の準備についても、迅速な対応に向け、部

局を横断し着実に準備を進めること。 


